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ビニールハウスやガラスハウスである 

 

【参考】建築物として取り扱わないビニールハウス及び農業用園芸施設（神奈川県）フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビニールハウスやガラスハウスであるか 

・骨組みの上部を覆ったビニール（フィルム状のものに限る。）が容易に脱着できるもの。 

・不特定多数の利用がないもの 

・最高の高さが５ｍを超えないもの。 

・一体的に利用されている部分の地面への水平投影面積が 3,000 ㎡以下のもの。 

ビニールハウスやガラスハウスでない 

上記を全て満たす 

上記を一つでも満たさない 

県所管区域の市町村 

 逗子市、三浦市、伊勢原市、海老名市、座間市、綾瀬市、南足柄市、葉山町、寒川町、大磯町、二宮町、 

中井町、大井町、松田町、山北町、開成町、箱根町、真鶴町、湯河原町、愛川町、清川村 

 

 

土木事務所に

相談が必要 

 

H17

規

定 

対
象
区
域 

建築物として 

取り扱わない 

「建築物として取り扱わないビニールハウスについて」（平成 17 年 県建築行政連絡協議会） 

「建築物として取り扱わないビニールハウスについて」（平成 17年 県建築行政連絡協議会） 
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県所管区域の市町村 

県所管区域外の 12 市 
各市の判断で問合せ 

「建築物として取り扱わないビニールハウス」に係る県環境農政局農水産部事務取扱い 

（令和７年度改正 県環境農政局農水産部） 

①主に太陽光を利用した農作物・園芸作物の栽培・生産を目的に設置するもの。 

②骨組みの上部を覆ったビニール（フィルム状のものに限る。）が容易に脱着できるもの。 

 ③不特定多数の利用がないもの 

   （収穫期だけ一般客に収穫させるものは不特定多数の利用がないものとする） 

上記全て満たす 

 

R7

規

定 

土木事務所に

相談が必要 

 

上記のうち①又は③の要件を満たさないもの 

① 主に太陽光を利用した農作物・園芸作物の栽培・生産を目的に設置するもの。 

② 農業用園芸施設（施設の規模、外皮の種類（ガラス、硬質板、ビニール等）は問わない。）で、 

日本施設園芸協会発行の「園芸用施設設計施工標準仕様書」の適用範囲に記載のあるものであること。 

③農業用園芸施設の所有者、管理者、占有者又は建築主については、農業者又は農業法人等であること。 

R7

規

定

別

紙 

県所管区域外の相談窓口 

「建築物として取り扱わないビニールハウス」に係る県環境農政局農水産部事務取扱い別紙 

「建築物として取り扱わないビニールハウスについて」（平成 17年 県建築行政連絡協議会） 

 

 上記のうち②の要件のみ満たさない

もの 
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上記を 

全て満たす 

上記を１つでも満たさない 土木事務所に

相談が必要 

 

１ 三基準の遵守 

・三基準（一般社団法人日本施設園芸協会） 

   （１）園芸用施設設計施工標準仕様書 

（２）園芸用鉄骨補強パイプハウス安全構造指針 

（３）地中押し込み式パイプハウス安全構造指針 

  ・設置業者により上記、三基準に基づいて設置した旨の説明文を掲示する（様式１－１）。 

２ 日本施設園芸協会による診断 

・一般社団法人 日本施設園芸協会による「園芸用施設設計施工標準仕様書」に基づいた施設の安全性診断を

受ける。 

  ・上記、診断を受けた旨の説明文を掲示する（様式１－２）。 

 

 

R7

規

定

の

要

件 

上記を一つも満たさない場合 建築物として 

取り扱わない 

１又は２を満たす 農業振興課へ（様式２）、（様式３-１）又は 

（様式３-２）を提出。（様式１-１）又は（様式１

-２）、施設全体の写真及び説明文の掲示がわかる

写真を添付 

農業振興課による改善指導（様式７） 
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改善計画（様式８） 

農業用園芸施設の 

改修（建替）実施 

建築物として 

取り扱わない

ものとみなす 

土木事務所に

相談が必要 

 

農業振興課へ提出 

提出せず 

建築物として 

取り扱わない 

除却 


